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（20）（日曜日）昭和61年（1986年）6月8日報日ラ鳥薪
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ら足跡を発見町職員

カ
モ
シ

　
国
の
特
別
天
然
記
念
物
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
東
頚
松
代

町
の
山
中
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
に
な
っ

た
。
同
町
職
員
が
撮
影
し
た
足
跡
の
写
真
を
、
県
カ
モ
シ

カ
愛
護
会
事
務
局
の
村
山
敏
・
三
条
東
高
教
諭
が
鑑
定
し

て
「
九
九
勿
間
違
い
な
い
」
と
断
定
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
タ
ヌ
キ
か
ア
ナ
グ
マ
よ
り
大
き
な
野
生
獣
類
は
い
な

い
と
信
じ
て
き
た
住
民
た
ち
を
驚
か
せ
る
と
と
も
に
、
県

の
カ
モ
シ
カ
生
息
地
図
も
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
足
跡
が
見
つ
か
っ
た
の
は
同
町

犬
伏
の
犬
伏
城
山
（
三
六
五
材
）

中
腹
。
南
北
朝
時
代
の
山
城
の
こ

の
城
山
を
調
査
に
行
っ
た
町
公
民

館
の
樋
口
彰
さ
ん
ら
が
五
月
二
十

日
に
発
見
。
こ
の
時
は
雪
の
上
な

ど
に
点
々
と
足
跡
が
続
い
て
い

た
。
樋
口
さ
ん
ら
は
「
牛
の
足
跡

で
も
な
い
し
、
何
だ
ろ
う
」
と
不

思
議
に
思
い
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま

帰
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
山
菜
採
り
が
始

カ

リ離翻r間違いない」地元民はビック

ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
「
見
た
こ
と
の

な
い
動
物
が
い
た
」
と
い
う
住
民

の
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
教
育
委

員
会
関
係
者
か
ら
「
写
真
を
撮
っ

て
お
く
べ
き
だ
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
樋
口
さ
ん
と
同

じ
公
民
館
の
石
口
丈
夫
さ
ん
の
二

人
が
、
写
真
と
石
こ
う
の
足
型
を

取
っ
た
の
が
五
月
二
十
九
日
。
谷

水
が
流
れ
る
ぬ
か
っ
た
山
の
斜
面

か
ら
一
個
の
足
形
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
こ
の
写
真
を
見
た
村
山
教
諭
は

「
カ
モ
シ
カ
に
間
違
い
な
い
」
と

断
定
、
し
か
も
「
採
取
し
た
前
日

か
、
せ
い
ぜ
い
二
日
前
の
も
の
」

と
生
息
を
裏
付
け
た
。

　
「
カ
モ
シ
カ
生
息
」
の
話
に
住

民
は
驚
い
て
い
る
が
、
石
口
了
さ

ん
（
四
む
も
そ
の
一
人
。
石
口
さ
ん

は
三
十
年
間
狩
猟
を
続
け
て
い
る

が
「
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も

な
い
」
と
言
い
￥
　
「
冬
の
五
材
を

超
す
雪
の
中
で
、
果
た
し
て
生
き

抜
け
る
の
か
」
と
首
を
か
し
げ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
村
山
教
諭
は

「
毛
皮
も
皮
下
脂
肪
も
厚
く
、
胸

ま
で
埋
め
て
雪
の
中
を
歩
く
。
木

の
枝
先
が
少
し
で
も
出
て
い
れ
ば

エ
サ
に
も
事
欠
か
ず
、
冬
は
越
せ

る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
よ

く
調
べ
な
い
と
」
と
し
な
が
ら
「
長

野
や
南
魚
か
ら
追
わ
れ
て
来
た
と

い
う
よ
り
も
、
少
数
な
が
ら
現
地

に
も
と
も
と
い
た
と
考
え
ら
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

写
真
H
カ
モ
シ
カ
の
も
の
と
断
定

さ
れ
た
足
跡
。
右
の
白
い
棒
は
た

ば
こ
“
5
月
2
9
日
撮
影

母
愈
粂
愈
噸
泰
噸
噸
愈
幽
倉
勢
斎
愈

母璽母尊愈幽愈尊噸愈幽働粂ゆ幽愈働愈幽粂ゆ喚幽尊粂

をカ力加ご

お願いします。
ゆ壱働疹㊥㊥働噸粂参泰噸愈愈愈母愈噸喚ゆ粂愈璽愈愈

喚
幽
㊥
幽
噸
粂
粂
幽
幽
粂
衝
噸
幽
愈

　
最
近
、
犬
伏
・
菅
刈
・
苧
島
・
片

桐
山
地
区
で
『
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
』

と
思
わ
れ
る
大
型
の
動
物
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
．

　
実
際
に
見
た
、
あ
る
い
は
、
足
跡

を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
町
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
盈
㈲
ー
二
三
〇
一
）

　
、　
　
発
見
し
た
月
日
と
時
間
。

　
　
発
見
し
た
場
所
。

　
　
発
見
者
の
名
前
。

　
　
色
は
？
形
は
？
観
察
し
た
様
子

　
　
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
お
書
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

　
　
す
。

◎
　
簡
単
な
絵
で
結
構
で
す
の
で

一一一一 　
、

　
、

　
、
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松
代

　
県
の
文
化
行
政
課
よ
り
写
真
で
確

認
し
た
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま

す
の
で
町
内
の
皆
様
方
よ
り
カ
モ
シ

町
公
民
館

カ
と
思
わ
れ
る
動
物
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
ら
、
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
ま

す
。

覇饗

　
難
　
　
箋

織
　
苺
『

譲

ニホンカモシカ凄産

議灘鐸
　
寺
田
部
落
が
去
る
五
月
二
十
九
日

柿
崎
町
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
上

越
地
方
植
樹
祭
で
、
五
十
七
年
度
に

実
施
し
た
町
行
造
林
事
業
六
・
四
〇

㎞
植
栽
の
造
林
事
業
推
進
に
対
し
て
、

新
潟
県
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

糠灘
食難裁Ol鉱

　　　　ト’
」ワG，

一’＾、￥、∂軌へ

　
　
　
　
　
藏
、
欝
腿
鶴
撰
灘
灘
艶
響

回
上
越
蝦
方
植
樹
祭
記
念

　　　　　　　・一瞬】霞】脳剛一】剛肉』闘】肴■網朋i員】脂貞■闘‘触剛剛潤朋』【‘諭■員
一潤】闘■自ビ國■一』興■脳網㎞阿盲霞】剛闘顔】膚】臼廟剛圃■論■脳閥■圃願』

　
雨
は
”
恵
み
の
雨
”
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
に
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ

る
半
面
で
、
恐
ろ
し
い
土
砂
災
害
を

起
こ
す
引
金
に
も
な
り
ま
す
。

　
四
千
七
百
四
十
二
件
　
　
こ
れ
は
、

最
近
五
年
間
に
起
き
た
土
石
流
・
地

す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の
数
で
す
。
大

雨
が
降
れ
ば
、
ど
こ
か
で
必
ず
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

国
土
の
約
四
分
の
三
が
山
地
で
占
め

ら
れ
る
わ
が
国
に
は
、
土
石
流
・
地

す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の
危
険
地
域
が

十
四
万
か
所
も
あ
る
の
で
す
。

　
六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。
長
い
雨
と
強
い
雨
は
、
土
砂
災

害
の
危
険
信
号
。
水
無
月
を
”
災
害

無
月
”
に
す
る
た
め
に
も
、
お
近
く

に
山
や
が
け
の
あ
る
方
は
、
点
検
と

注
意
を
お
忘
れ
な
く
。
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基
本
構
想
の
つ
づ
き

六
、
情
操
豊
か
な
教
育
と
郷
土
色
豊

か
な
文
化
の
か
お
り

　
学
校
教
育
の
ね
ら
い
は
生
涯
を
通

じ
て
学
習
す
る
人
間
の
基
礎
づ
く
り

で
あ
り
、
そ
の
所
属
す
る
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
人
間
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
社

会
の
中
の
一
番
小
さ
な
環
で
あ
る
家

庭
教
育
に
始
ま
り
、
学
校
教
育
、
地

域
社
会
の
教
育
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
成
長
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
都
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

校
内
暴
力
は
、
い
じ
め
に
発
展
し
悲

惨
な
事
故
も
相
次
い
で
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
政
レ
ベ
ル
の

政
策
面
で
も
児
童
、
生
徒
の
道
徳
教

育
の
充
実
を
掲
げ
て
い
る
。

　
幸
い
当
町
の
学
校
教
育
に
お
い
て

　
　
　

は
「
お
ら
が
学
校
」
と
い
う
認
識
が

地
域
の
な
か
に
培
わ
れ
、
文
化
の
中

心
は
学
校
で
あ
る
と
い
う
父
兄
の
熱

意
に
支
え
ら
れ
て
、
小
規
模
校
の
利

点
を
生
か
し
た
人
間
味
あ
ふ
れ
る
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
教
育
が
行
き
届

き
上
述
の
よ
う
な
事
件
は
皆
無
で
あ

る
。　
発
達
し
た
情
報
化
社
会
の
価
値
体

系
の
変
化
が
あ
っ
て
も
当
町
に
お
い

て
は
、
良
い
意
味
に
お
け
る
忍
耐
力

”
誠
実
な
人
間
性
が
今
だ
に
生
き
て

お
り
、
こ
の
長
所
は
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
育
効
果
の
上
が
る
反
面
、
一
方

で
は
小
規
模
校
で
あ
る
が
故
に
積
極

性
、
旺
盛
な
問
題
意
識
進
取
の
気
性

が
欠
如
し
て
お
り
、
こ
の
対
策
と
し

て
集
合
指
導
、
合
同
学
習
が
行
わ
れ

て
い
る
が
更
に
進
ん
で
適
正
規
模
へ

の
統
合
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
豊
富
な
自
然
と
歴
史
の
あ
る
文

化
素
材
を
教
材
に
取
り
入
れ
、
季
節

に
合
っ
た
学
習
を
進
め
、
そ
の
中
に

お
い
て
埋
れ
た
郷
土
の
良
さ
の
再
発

見
も
期
待
で
き
る
。

　
農
業
経
営
の
近
代
化
、
週
休
二
日

制
度
の
普
及
等
に
よ
り
余
暇
が
多
く

生
ま
れ
、
従
来
の
レ
ジ
ャ
ー
志
向
か
ら

多
様
な
余
暇
時
間
の
過
し
方
が
求
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
住
民
の
教
育
、
趣
味
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
等
へ
の
多
様
な
願
望
が
強

ま
っ
て
く
る
。
前
計
画
期
間
に
は
、

施
設
に
重
点
を
お
い
た
整
備
に
努
め

た
が
、
施
設
の
整
備
に
伴
っ
て
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
林
立
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
相
互

の
交
流
と
地
域
単
位
の
グ
ル
ー
プ
の

拡
大
化
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
的

を
し
ぼ
っ
た
事
業
も
必
要
で
あ
る
。

　
文
化
団
体
活
動
へ
の
転
動
は
今
後

の
社
会
教
育
の
礎
石
で
あ
り
、
住
民

の
意
欲
を
掘
り
起
こ
す
た
め
「
集
め

る
」
か
ら
「
出
か
け
る
」
公
民
館
活

動
へ
の
転
換
も
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
環
と

（松苧連山／走る稜線・玉葉のみどり、

五
ペ
ー
ジ
ヘ

鑛
鍵

　
　
　
　
　
欝
灘

　
　
　
　
　
雛
鱒
響

聾
瓢
講

灘
灘
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四
ペ
ー
ジ
よ
り

し
て
の
伝
統
芸
能
、
イ
ベ
ン
ト
は
最

近
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
歴
史
あ
る
地

域
の
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、

地
域
子
供
会
、
青
年
団
活
動
を
通
し

て
こ
れ
ら
が
ス
ム
ー
ズ
に
伝
承
さ
れ

る
よ
う
伝
統
芸
能
の
保
護
育
成
に
努

め
、
郷
土
の
良
さ
を
見
直
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

七
、
快
適
な
く
ら
し
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
に

　
若
者
の
声
が
あ
っ
ち
の
山
、
こ
っ

ち
の
山
へ
と
こ
だ
ま
し
て
町
の
将
来

に
明
る
い
希
望
を
投
げ
か
け
、
更
に

大
き
く
共
鳴
す
る
よ
う
な
町
づ
く
り

を
住
民
と
共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

町
政
の
課
題
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地

域
社
会
と
は
労
動
の
場
と
生
活
の
場

と
教
育
の
場
と
が
そ
の
地
域
に
一
体

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
家
族
が
一
緒
に
住
み
、
親
、

子
、
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
尊
重

さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指

し
て
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
生
活
環

境
施
設
の
整
備
並
び
に
教
育
、
文
化

施
設
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

八
、
心
豊
か
な
い
き
い
き
と
し
た
定

住
の
里
実
現
へ

　
昭
和
七
〇
年
を
展
望
す
る
時
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
は
じ
め
各
産

業
の
振
興
が
図
ら
れ
、
町
民
が
久
し

く
待
ち
望
ん
で
い
た
北
越
北
線
の
開

通
に
よ
り
近
隣
へ
の
通
勤
、
地
元
企

業
へ
の
就
職
機
会
の
拡
大
に
よ
り
豪

雪
、
出
稼
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　
こ
の
地
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
働
き

そ
し
て
老
後
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
「
心
豊
か
な
い
き
い
き
と
し
た
定

住
の
里
」
を
実
現
す
る
方
向
へ
、
町

は
住
民
と
と
も
に
努
力
を
積
み
重
ね

て
ゆ
く
こ
と
を
基
本
構
想
の
礎
に
据

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

H
施
策
の
大
綱

qD

　
基
礎
的
条
件
の
整
備

1
交
通
綱
の
整
備

　
交
通
施
設
は
、
社
会
生
活
を
営
む

上
で
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、

経
済
社
会
の
要
請
に
応
え
つ
つ
人
間

社
会
の
進
歩
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
交
通

施
設
の
整
備
は
極
め
て
重
要
な
施
策

で
あ
る
。

　
昭
和
六
〇
年
代
中
頃
に
は
北
越
北

線
の
開
業
、
国
道
二
五
三
号
線
は
全

面
改
良
を
目
ざ
し
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
更
に
上
越
新
幹
線
、
開
越
自
動

車
道
の
開
通
に
よ
り
首
都
圏
及
び
主

要
都
市
へ
の
乗
り
入
れ
が
二
時
間
圏

域
と
な
る
。
他
の
国
道
三
五
三
号
線
、

四
〇
四
号
線
及
び
県
道
六
路
線
の
整

備
と
相
侯
っ
て
主
要
町
道
や
生
活
基

礎
路
線
を
重
点
的
に
改
良
整
備
す
る
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
無
雪

化
に
傾
注
し
、
雪
に
強
い
交
通
体
制

の
確
立
を
図
る
。

2
北
越
北
線
周
辺
開
発
の
整
備

　
北
越
北
線
は
昭
和
五
九
年
九
月
に

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
、

昭
和
六
六
年
四
月
に
向
け
て
槌
音
高

く
建
設
が
進
行
さ
れ
て
い
る
。
北
越

北
線
の
沿
線
一
七
市
町
村
は
地
域
開

発
を
進
め
る
た
め
、
地
域
社
会
活
性

化
方
策
を
求
め
て
、
広
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
し
、
そ
の
具
体
的
戦
略

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
特
に
、
松
代
町
の
取
り
組
む

施
策
と
し
て
は
、
北
越
北
線
の
利
用

度
を
高
め
る
誘
客
運
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
現
在
交
流
し
て
い
る
早
稲

田
大
学
と
の
各
種
事
業
の
提
携
、
学

者
村
の
創
設
な
ど
蒲
生
地
区
の
総
合

開
発
に
つ
い
て
具
体
的
な
構
想
を
樹

立
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る

事
業
の
推
進
を
企
画
す
る
。
ま
た
駅

前
広
場
の
整
備
や
駅
周
辺
に
企
業
団

地
の
造
成
を
図
っ
て
、
現
在
進
出
し

た
企
業
の
再
配
置
計
画
を
す
す
め
工

業
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
。
更
に

雇
用
安
定
の
確
保
を
図
る
た
め
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て
、
定
住
構

想
の
実
現
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）
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成
人
式
（
五
月
三
日
）
を
迎
え
ら

れ
た
八
五
名
（
男
四
一
名
、
女
四
四

名
」
の
出
席
者
の
方
に
、
昨
年
と
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願

い
し
た
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
（
回
収
数
七
八
名
　
九
二
％
）

　
回
答
を
み
ま
す
と
、
東
京
に
住
ん

で
い
る
の
が
男
女
と
も
一
番
多
く
、

、
つ
つ
い
て
県
内
と
な
っ
て
昨
年
と
同

じ
。
　
松
代
町
に
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
魅

力
を
感
じ
ま
す
か
の
問
に
は
、
感
ず

る
（
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
感
ず
る
を

含
）
が
六
五
名
、
八
三
％
で
あ
る
。

　
U
タ
ー
ン
す
る
気
持
は
あ
り
ま
す

か
、
す
る
気
持
は
あ
る
が
男
三
名
、

女
が
六
名
と
、
働
く
場
所
が
な
い
と

い
う
理
由
を
ト
ッ
プ
に
寂
し
い
結
果

が
で
て
い
る
。

　
松
代
町
に
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
…
…
。
の
問
に
は
、
レ

ジ
ャ
i
施
設
で
は
男
女
共
レ
ジ
ャ
ー

ラ
ン
ド
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
ス

キ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　
松
代
町
で
四
季
お
り
お
り
の
企
画

…
…
。
の
問
に
は
、
行
事
の
内
容
に

よ
る
が
五
五
名
と
明
る
い
一
面
も
あ

る
。1，あなたは、今どこに住んでいますか。

東京都
12（17）

埼玉県 （5） 静岡県

神奈川県 8
（
1） 富山県 新潟県

10（7）

岐阜県 1（ 1） 上記以外
9
　茨城県4、群馬県2（1）

（7幅縢1・千葉県1（4）

2．あなたの職業はなんですか。　（複数回答有）

農　　　業 1 会　社　員
12（17〉

工　　　員 5
（

5） 公　務　員 2
（
6）

学　　　生
15（8）

自　営　業 1 そ　の　他 4
（
4）

3．あなたの家庭内での続柄は

長　男 24 二　男 13 三　男 2 四　男 1

長　女 24 二　女 11 三　女 3 四　女

4．この町にふるさと、としての魅力を感じますか。

感　　ず　　る 22
　（17）

どちらかというと
感ずる

10
　（16〉

どちらかというと
感じない

4
　
（

5） 感　　じ　な　　い 4

5．∪ターンする気持はありますか。

無回答　7

（1）※

　する気はある 3
　
（6）

（2）今はどちらとも

　いえない
18
　（16）

　　※　2～5年以内

　　　すぐにでも
一　　

　　　将　　　　来

　1　（2〉

　　（1）

　　（1）

（3）

　する気はない
14
　（14）
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　A　（1）に○印をされた方、どのような理由からですか。

自宅から

通勤をしたい
1
　
（5） 家を継ぐため 2

都会生活を
続けたくない

親との

　約束のため

そ　の　他
　　勉強のため1
（1）家庭の都合1

B　（3）に○印をされた方、どんな理由からですか。　（複数回答）

働く場所が
ない

9
　
（

4）

結婚する相
手がいない

4
　
（

1）

松代町に
魅力がない

4
　
（

1）

交通の便が
悪い

4
　
（1）

雪の降るの
がいやだ

3
　
（

2） そ　の　他 3
　
（4〉
無回答1

6．松代町で日常生活をしていくうえで大切だと思うことはなんですか。

　　～　　　　　　　　　順　　位
大切だと思うこ　～ 1 2 3 4 5 6 7

1　　道　路　の　整　備
25（25）
4
（
5）
3
（
2〉
1
（
5〉
3 1

2　　体　育・文　化　施　設 5
（
5〉

13（21〉
8
（
4）
7
（
7）
3 1 1

3　　医　　療　　施　　設 1
（ 2）．
8
（
1〉
6
（
8）
7
（
8）
9
（
8）
6
（
6）
1
（
2〉

4　　公園、子供の遊び場 5
（
3）
7
（
5）
8
（
9〉

10（5〉
3
（
9）
5
（
2） （1）

5　　し尿、ゴミ処理対策 4
（
1）
6
（
3）
7
（
5〉

11（11〉 10（14）

（1）

6　　消　防　・防　災　対　策 1 1
（
3）
6
（
6）
6
（
4〉

12（7） 11（13）
1
（
2）

7　　その他（雪害対策、職場、観光） 3
（
2〉
2
（
1） （2）

1
（5）

7．日頃のくらしにゆとりがあった場合、次のうちどんなことをしたいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

レジヤー・娯　楽
　　パチンコ
9　　　ドライブ
（5）

　　オリエンテーリング

文化・芸術

　　映画鑑賞、絵画
5
（
2）読書、バンド活動

　　　コンサート鑑賞

スポーツ

レクリェーション

　　　野　球
10　　＿
　　　アニス　（7）

　　　スキー

旅　　　行

　　　海外、国内、温泉
16
　（19）どこでもいいから

　　　いきたい

特　に　な　い
lO
　　（5） 無回答　2
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8．松代町にレジャー・スポーツ施設として、あなたは次の施設のうち、どれを、どの

　程度欲しいと思いますか。それぞれあてはまる番号に○をつけて下さい。

　　　　　　　　　欲　　求　　度
レジヤー・

スポーツ施設

と欲

てし

もい

欲
し
い

や
や
欲
し
い

あ欲
　し
まく

　な
りい

全欲
　し
　く
　な
くい

無
回
答

レ
ジ
ャ
ー
施
設

パチンコ・ゲームセンターなど 4 6
（
4）

13（5）

8
（
14）
3
（
11）
6
（
4）

レジャーランド（総合的な遊園地） 8
（

7）

10（15） lO（11） 3 4
（

3）
5
（

2）

ディスコティック（歌って、踊って飲める所） 5
（

5）
4
（
7〉
9
（
11）
8
（
6）
9
（

5〉
5
（
4）

バー・キャバレニなど 5 3
（

3〉

11（3）

6
（

7）
9
（
22）
6
（

3）

ス
　
ポ
　
ー
　
ツ
　
施
　
設

サッカー・ラグビー場 3
（

2）
7
（
1）

13（9）

7
（
14）
4
（

6）
6
（
6）

フ。　　一　　　ノレ 7
（
8）
5
（
10）

15（10）

5
（

6）
1 7
（
4〉

テニスコート
11（13）

8
（
11）

13（9）

4
（

2）
1 3
（

3）

サイクリングコース 5
（

9）
5
（

7）

13（11）

7
（
4）
3
（

2）
7
（

5）

マラソンコース
1
（

3）
2
（

5）
9
（
10）

11（6）

9
（
10）
8
（
4）

フィールドアスレチック 2
（
3〉
9
（
11）

15（14）

4
（

5）
4
（

2）
6
（

3）

ス　キ　ー　場
17（16） 11（10）

6
（

6） （1）
2
（
1）
4
（
4）

ゲートボール場 5
（
2）
3
（
1）
8
（

9）

11（13）

7
（
8）
6
（

5）

クロスカントリーコース 4
（

3）
6
（

3）

11（10）

7
（

9）
7
（

6）
5
（

7）

9．あなたはどのような業種の工場を松代町へ誘致したらよいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

食品類製造業
16一

　（10） 衣服繊維製造業 3
　
（6）

金　属　加　工　業
5
　
（

3） 一般機械器具製造業
6
　
（

10）

光学機械器具

　　レンズ製造業

8
　
（

2）

そ　　　の　　　他
（コンピューター関係）

3
　
（

1） 無回答12

10．松代町の農業を発展させるためにはどうしたらよいとお考えですか。

　　次のうち2つ選んでOをつけて下さい。

（1）優れた経営能力をもった中核農業者及びその後継者の養成を行う
11

　　（6）

（2）優良な農地（耕地・農道・ほ場）を確保・整備し、農業生産の拡大を図る
18
　　（14）
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10．松代町の農業を発展させるためにはどうしたらよいとお考えですか。

　　次のうち2つ選んでOをつけて下さい。

（3）新たな特産物を開発・育成し、観光農業を振興する。
15
　　（16）

（4）農業機械を共同利用し、生産効率を高める。
4
　
（

8〉

（5）経営規模の拡大を図るため、組織化・集約化をすすめる。 7
　
（7）

（6）現状のままでよい。 2

（7）　わからない
1
　
（

3）

（8）そ　の　他　（土地を広くする）
（1〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　3

11．松代町で四季おりおりの企画をしたら、あなたは参加しますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答6

12．今、結婚を前提とする理想の相手が身近にいますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答9

13．結婚について、真剣に悩んだことがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答2

14．結婚についての悩みを相談するとしたら誰に。　（複数回答）

15．恋愛と見合いのどちらを望みますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答5

16．どんな職業の人を選びますか。　（複数回答）

（1〉参　加　す　る
2
　
（

4）
（2）行事の内容による

27
　（28）

（3）参加しない
6
　
（

4） （4）時期による 1

い る 3
（9） い な い

30
（27）

あ　　　　　る

9
　
　
　
　
（ 15） な　　　　　い

29
　　　　　（23）

両　親
10
　（4〉

親　戚 1 友　人
26
　（33）

先　輩
3
　
（

1）

見　　合　　い
4
　
　
（

4） 恋　　　　　愛
33
　　（32）

農　　　業 自　営　業 4
　
（3〉 公　務　員 2

　
（12）

会　社　員
17
　（12）

そ　の　他
15
　（9） 無回答　5
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17．相手との年齢差は

（1）自分と　同年齢 6
　
（6） （2〉自分より2～3歳上

．7

　（14）

（3〉自分より4～6歳上 （11） （4〉自分よ　り年下
13

（5）年の差は関係ない
12
　（7） 無回答　2

18．理想の異性像は
A　※性格について　　（複数回答）

（1〉優しくて思いやりのある人
24
　（23）

（2）誠　実　な　人
2
　
（

11）

（3）頭の良い人 5
　
（7） （4〉ユーモアのある人

1
　
（

10）

（5）信頼のできる人
5
　
（

15） （6）責任感のある人 （7）

（7）生活力のある人 2
　
（9〉
　イ．男ら　しい人（8）一……一一一…～一一……一一……一一一一

　ロ．女らしい人
　　（5）

2

（9）家庭的な人
8
　
（

7） （1①　情熱のある人 1

（11）個性のある人
6
　
（

3） 無回答　5

　B　※外見（身長）について

　C　※学歴について

19．家族と同居OKそれとも

20．家庭を持つとしたら、松代町で暮したいと思㌧1ますか．

　※思わない理由は　（複数回答）

（1）自分と同程度
7
　
（

2）

イ．自分よ｝）高い人（2）一……一一…一一…………一…一一………一…
ロ
． 自分よ　ケ）低い人

　（27〉

10

（3）身長は気にしない
18
　（9） 無回答　5

（1）学　歴　不　問
32
　（25） （2）学歴を問う

4
　

（13〉

（1）　OK
22
　（14〉 （2）　NO

9
　
（

15） （3）その他
4
　
（

8）

思　　　　　う
8
　
（

5） 思　わ　な　い
29
　（31）

　　　無回答4

　　　　無回答6

無回答5

（1）交　通　が　不　便　だ
9
　
（

12〉 （2）相　手　に　よ　る
4
　
（

2）

（3〉他町村へ行きたい
1
　
（

1） （4）実家ばか髭）頼1）がち
2
　
（

1）

（5）松代町が好きでない
2
　
（

1） （6〉雪の降らないところへ
10
　　（18）

（7）町内に相手がいない
1
　
（

5） （8）　わ　か　ら　な　い
11
　　（2）
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21．町の将来の姿をみなさんはどのように望みますか。ご意見をお聞かせ下さい。

○清水の温泉を出して松之山にまけないようにする。

○まず、雪を利用してカーニバル等をやるなど自然をアピールし、もっと松代の良さを出す

　ように計画を立て、行事などを行っていく。

○産業の発展は無理な気がするので、自然をせめて生かしてほしい。

○文化施設を増やしてほしい。

○故郷にもどっても職がないのでもどれないし、雪に悩まされてしまい、その辺を考えても

　らいたいし、自分も考えていきたい。

○観光地として売り出す。

　例　人のいなくなった部落を都会の人に別荘として貸す。

　　　キャンプ場をつくる。

○自然を生かしたレジャー施設を作ってほしい。

○もっと運動設備がほしい。

○もっと交通の便がよくなったらよいと思います。

　駅からが遠くて帰ってくる気がうすれます。でも松代町は好きです。

○若い人が多く、小さい子供が多く、にぎやかな町。

O　Uターンしたいと思っても働く口がなく、関東の方で就職することになひ）ました。働く所

　をふやしてほしいと思います。

○明るく活気のある町になっていけばよいと思います。

○もっと若い人が働ける場所がたくさんあってもいいと思う。いまのところどんどんさびれ

　ていってるような気がするので、将来はやはり、何か1つでも自慢できることを、大きく

　と1）あげて大々的にP　Rして、発展してほしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
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る終膠翌
翻
、
難
蟹

グ
癖・

　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
畿
懸
難
・
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
｛

7
　
　
　
　
　
　
　
繋
畷

コ輿写
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
顧
瀬
饅

　
町
の
木
ブ
ナ
を
愛
す
る
心
を
高
め

よ
う
と
第
一
回
“
ブ
ナ
林
”
コ
ン
ク

ー
ル
が
去
る
五
月
三
十
一
日
ω
～
六

月
一
日
㈲
ま
で
の
二
日
間
、
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
映
る
の

は
落
葉
広
葉
樹
林
で
あ
り
、
春
一
番

に
若
葉
の
萌
え
る
ブ
ナ
林
、
美
し
い

景
観
は
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

6月3日表彰式

　
災
害
防
止
や
野
鳥
類
に
と
っ
て
も

重
要
な
生
息
環
境
と
い
う
べ
き
ブ
ナ

林
を
保
護
し
よ
う
。

　
出
品
作
品
数
は
五
六
点
で
し
た
。

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
金
賞
　
戸
田
　
　
弘

▼
銀
賞
　
斉
木
　
勉
、
柳
　
貞
治

▼
銅
賞
　
小
島
　
進
、
鈴
木
林
平

　
　
　
高
橋
嵩
一

㈲》楠嗣㈲槻》楠㈲臓》楠㈲一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 噌
§
§
§
§
§
§
§
§
馨
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
叢
§
§
§
§
多
§
§
§
§
叢
の

鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　今回の総選挙では投票用紙は4種類です。

投票用紙の色は

に青印刷

に緑印刷

1こ黒印刷

に赤印刷

うす水色

うす桃色

うす黄色

自色

衆議院総選挙
最高裁国民審査

挙
挙

選
醜
凶

鰭
鷹

選
ー
例
ー

院
比

　
　
院
議
議
は

参
参

　
　
　
　
序

　
　
　
　
頃

　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
の

　
　
　
　
票

　
　
　
　
投

　投票は衆議院、最高裁国民審査を同時にし、その後参議院選挙区、

最後に参議院比例代表区の順となります。

投票用紙をまちがえると

　例えば、参議院選挙区の投票用紙に、衆議院の候補者の氏名を書き

ますと、その投票は無効になります。

摩
§
ξ
§
馨
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
馨
馨
睾
§
§
§
§
§
馨
§
馨
馨
ξ
§
多
§
§
§
島
鰍嚇轍励u柄い楠嚇㈲㈲い崎槻一一一一一一一い矯一一いめ一一一一一一＿＿＿＿し輪＿＿＿＿
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欝
繋
灘
灘
灘
．
、
、
鱗

搬遷

灘繊

雛
…
灘
灘

㎜
灘
簸
難
鑛

雛
撚
灘
難
繕

　
と
ー
ち
ゃ
ん
も
か
ー
ち
ゃ
ん
も
、

じ
い
ち
ゃ
ん
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
み

イ
ー
ん
な
さ
そ
っ
て
来
て
く
ん
ね
か

い
。
年
一
回
く
ら
い
は
体
の
検
査
し

て
、
ま
た
元
気
で
暮
そ
う
て
の
！

　
さ
て
、
今
年
の
総
合
健
診
は
、
新

し
く
肝
機
能
検
査
が
加
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
4
0
才
以
上
全
員
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、
1
次
検
診
だ
け
の
人

も
2
次
に
ま
わ
っ
た
人
も
、
全
員
が

採
血
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
は
、
昨
年
同
様
に

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

麟

◎
健
診
日

　
0
7
月
1
7
日
～
2
1
日

　
○
た
だ
し
胃
検
診
は
、

　
　
1
4
日
～
2
1
日

◎
健
診
受
付
時
間

　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
難

　
　
猟
蕪

7
月
1
2
日

　
○
午
前
8
時
よ
り
n
時
ま
で

　
　
午
後
は
1
時
よ
り
3
時
ま
で

　
○
胃
検
診
は
、
受
付
時
間
を
指
定

　
　
し
ま
す
の
で
時
間
ま
で
に
お
い

　
　
で
く
だ
さ
い
。

　
○
婦
人
科
検
診
　
午
後
0
時
3
0
分

　
　
よ
り
午
後
1
時
3
0
分
ま
で
受
付

　
　
し
ま
す
。

◎
健
診
会
場

　
　
松
代
町
総
合
体
育
館

◎
健
診
対
象
者

　
○
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
…
一
般

　
　
住
民
全
員

　
〇
一
般
健
康
診
査
…
4
0
才
以
上
の

　
　
者

　
○
胃
検
診
…
4
0
才
以
上
の
者

　
○
婦
人
科
検
診
…
3
0
才
以
上
の
者

　
○
母
性
貧
血
検
査
…
3
9
才
以
下
の

　
　
者

　
○
体
力
測
定
…
希
望
者
全
員

◎
健
診
料
金

　
〇
一
般
健
康
診
査

　
　
　
一
般
診
査
…
㎜
円

　
　
　
精
密
診
査
…
㎜
円

　
　
　
7
0
才
以
上
無
料

　
○
胃
検
診
…
姻
円

　
○
婦
人
科
検
診
…
姻
円

〈
健
康
手
帳
を
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
〉

夏
の
食
品
衛
生

　
7
～
9
月
の
暑
い
時
期
に
食
中
毒

が
集
中
し
て
発
生
す
る
の
は
次
の
よ

う
な
理
由
か
ら
で
す
。

　
わ
が
国
の
夏
の
気
候
は
高
温
多
湿

で
す
。
こ
れ
は
食
中
毒
の
原
因
と
な

る
細
菌
が
ふ
え
る
の
に
都
合
の
よ
い

条
件
な
の
で
す
．

　
夏
に
、
日
本
の
近
海
で
と
れ
た
魚

に
は
、
か
な
ら
ず
腸
炎
ビ
グ
リ
オ
と

い
う
食
中
毒
菌
が
つ
い
て
い
る
と
思

っ
て
下
さ
い
。
微
生
物
が
増
殖
し
や

す
い
暑
い
間
に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中

毒
が
集
中
し
て
発
生
す
る
の
は
こ
ん

な
理
由
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
・
暑
い

と
私
た
ち
の
か
ら
だ
も
暑
さ
負
け
で

消
化
器
官
が
弱
く
な
り
、
体
力
が
低

下
し
ま
す
。
こ
れ
も
食
中
毒
に
か
か

り
や
す
い
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
暑
い
間
、
魚
介
類
の
生
食
は
低
温

に
保
存
さ
れ
て
い
る
新
鮮
な
も
の
だ

け
に
し
、
台
所
や
調
理
器
具
は
清
潔

で
衛
生
的
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
調
理
す
る
人
自
身
も
清
潔
に
し
、

手
洗
い
の
徹
底
な
ど
食
品
の
衛
生
的

な
取
扱
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
夏
の
冷
蔵
庫
内
は
、
ド
ア
の
開
閉

が
は
げ
し
い
た
め
意
外
に
温
度
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
鮮
食
品
や
、

開
封
し
た
加
工
食
品
は
い
つ
ま
で
も

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
か
ず
に
、
早
く

調
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
加
熱
し

た
も
の
は
、
十
分
に
さ
ま
し
て
か
ら

入
れ
ま
し
ょ
う
。

“
が
ん
で
生
命
を
落
と
さ
な
い
た

め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
”

　
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
を
と
り
ま
し

た
が
、
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
で

し
よ
う
か
。

　
症
状
の
な
い
の
が
早
期
が
ん
の
特

微
で
す
。
ほ
と
ん
ど
全
部
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
早
期
の
が
ん
は
症
状
を
現

し
ま
せ
ん
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
は
検
診
が
第
一

す
す
ん
で
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。
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li

　
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（

会
長
市
川
明
治
、
会
員
三
三
四
名
）

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
及
び
歳

　
入
歳
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

②
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
計
画
の
決

　
議
に
つ
い
て

③
昭
和
六
十
一
年
度
歳
入
歳
出
予
算

　
の
決
議
に
つ
い
て

④
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
○
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
　
市
川
明
治

副
会
長
柳
　
武
、
柳
　
一
郎

運
営
委
員
　
金
井
昭
三
、
松
縄
教
一

田
中
　
恵
、
小
堺
勇
治
郎
、
島
田
健

司
、
佐
藤
公
男
、
鈴
木
益
夫
、
本
柳

玲
子
、
関
谷
ト
シ
子
、
若
月
幸
栄

村
山
義
郎
、
山
岸
益
夫
、
山
賀
子
平

小
堺
哲
夫
、
樋
口
堅
一

　
な
お
、
総
会
終
了
後
記
念
講
演
会

が
催
さ
れ
、
講
師
に
は
、
元
コ
ロ
ニ

ー
に
い
が
た
白
岩
の
里
所
長
の
花
積

正
夫
先
生
を
招
き
「
家
庭
教
育
の
親

の
役
割
」
と
題
し
て
一
時
間
三
十
分

に
わ
た
り
、
町
民
会
議
に
ふ
さ
わ
し

い
有
意
義
な
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
去
る
六
月
七
日
ω
午
後
一
時
か
ら

町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一

回
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
校
生
が
体
育
祭
の
準

備
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
中
学
生

一
二
名
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
、
楽

し
い
雰
囲
気
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え

ま
し
た
。

　
今
回
の
内
容
は
、
①
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
②
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め

に
③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

儀は明るい人間で～す！（心理テストのプログラムよりン

グ
で
し
た
。

　
六
月
二
一
日
に
は
第
二
回
リ
ー
ダ

ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
八
月
一
二
、
一
三
日
野
外
体
験
学

習
、
一
二
日
か
ら
二
三
日
サ
バ
イ
バ

ル
キ
ャ
ン
プ
、
十
月
九
、
十
日
、
東

京
都
世
田
谷
区
で
の
『
雑
居
ま
つ
り
』

に
新
潟
県
で
初
め
て
の
参
加
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
智
㈹
二
三
〇
一
ま
で
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今
ま
で
の
松
代
町
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
交
通
が
不
便
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
道
路
の
方
は
ず
い
ぶ
ん
整
備

さ
れ
、
上
越
市
に
行
く
に
も
、
十
日

町
へ
行
く
に
も
楽
に
な
り
ま
し
た
が
、

汽
車
の
方
で
は
、
全
く
の
未
開
発
地

で
し
た
。
そ
ん
な
松
代
町
に
汽
車
が

通
る
と
い
う
の
で
、
び
っ
く
り
し
た

の
は
、
僕
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。　
今
の
松
代
町
は
、
駅
前
道
路
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
春
先
に

は
、
松
代
町
の
交
通
の
上
で
大
切
な

道
路
に
土
砂
崩
れ
が
お
き
、
交
通
は

一
時
で
あ
っ
た
け
れ
ど
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
う
け
、
通
学
、
通
勤
の
足
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
に
、
汽

車
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
良
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
機

械
の
力
は
す
ご
い
も
の
で
、
あ
れ
だ

け
の
土
砂
崩
れ
も
、
あ
っ
と
い
う
間

に
直
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
手

だ
け
で
復
旧
工
事
を
し
て
い
れ
ば
、

何
年
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
北
越
北
線
の
現
場
を
見
た
感
動
も

こ
れ
と
似
て
い
ま
す
。
こ
こ
ら
辺
で

は
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
、
大
規

模
な
機
械
ば
か
り
で
、
驚
い
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
様

子
を
想
像
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な

事
が
、
思
い
浮
び
ま
す
。
毎
日
、
毎

日
が
同
じ
仕
事
ば
か
り
で
、
疲
れ
て

い
る
人
。
夜
も
眠
ら
ず
に
、
作
業
現

場
を
監
視
し
て
い
る
人
。
作
業
現
場

が
心
配
で
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
人
な

ど
が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

中
で
も
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
々

に
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
目
標
に

向
か
っ
て
、
分
担
さ
れ
た
仕
事
に
打

ち
こ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
北
越
北
線
が
、
通
る

事
に
よ
っ
て
松
代
町
は
、
次
の
よ
う

に
良
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
交
通
の
不
便
さ
が
少
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
冬
は
バ
ス
も

車
も
吹
雪
や
雪
崩
で
苦
し
め
ら
れ
て

き
た
の
で
す
。
次
に
、
産
業
が
活
発

化
し
、
松
代
町
の
人
口
が
増
加
し
て

い
く
で
し
よ
う
。
汽
車
が
、
通
る
こ

と
に
よ
り
物
資
の
出
入
り
が
良
く
な

り
、
産
業
も
活
発
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
重
化
学

工
業
も
発
展
す
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
期
待
も
で
き
ま
す
。
工
場
が
で

き
れ
ば
、
少
し
ず
つ
そ
こ
に
働
く
人

々
で
い
っ
そ
う
人
口
が
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
く
ら
、
交
通
の
便
が
良
く
な
っ

て
も
、
産
業
が
発
展
し
て
も
、
住
ん

で
い
る
僕
達
の
心
が
け
が
良
く
な
く

て
は
、
良
く
な
る
も
の
も
良
く
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
僕
は

松
代
町
全
体
で
の
心
が
け
と
、
自
分

の
心
が
け
と
の
二
つ
に
分
け
て
考
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
松
代
町
全
体
と
し
て
の
心

が
け
は
、
何
よ
り
も
、
北
越
北
線
の

工
事
完
成
の
た
め
に
協
力
す
る
事
が
、

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
協
力
す
る
と

い
っ
て
も
直
接
的
に
で
は
な
く
、
関

接
的
に
考
え
れ
ば
、
か
な
り
あ
る
と

思
い
ま
す
。
騒
音
の
問
題
な
ど
も
、

た
だ
困
っ
た
と
い
う
の
で
な
く
、
み

ん
な
で
よ
く
な
る
方
法
を
考
え
、
解

決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
心
が
け
（
目
標
）
は
、
今

一
生
懸
命
学
習
し
、
故
郷
の
発
展
に

役
立
つ
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
一

番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

五
年
た
て
ば
、
松
代
町
に
も
鉄
道
が

通
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
自
分
の
身

の
ま
わ
り
は
、
時
間
と
共
に
ど
ん
ど

ん
良
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
自
分

な
り
に
鍛
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
苦
し
く
と
も
鍛
え
な
く
て
は
、

自
分
だ
け
と
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
努
力
を
重
ね
、
中
学
年
と
し
て

恥
か
し
く
な
い
人
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
立
派
な
松
代
町
に
、
自
分
だ
け
み

す
ぽ
ら
し
く
残
さ
れ
て
い
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
い
や
、
自
分
も
、
松
代
町

の
一
員
な
の
で
す
か
ら
、
取
り
残
さ

れ
て
い
て
は
、
町
の
皆
さ
ん
に
申
し

わ
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
所

の
皆
様
へ

　
統
計
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
御

協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
昭
和
61
年
事
業
所
統
計
調
査
を
実

施
中
で
す
。
こ
の
調
査
で
は
「
7
月
1
日
現
．

在
」
の
事
業
所
の
状
況
を
記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
政
選
挙
と
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
、
調
査

員
が
お
伺
い
す
る
時
期
が
7
月
7
日
以
降
と

な
り
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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恩訟

践町

題編臨

纂
］
墜
幽
団
図
騒
囹
囹
囹
囹
囹
囹
囹

　
五
月
二
十
八
日
　
自
然
篇

　
五
月
三
十
日
　
歴
史
篇
の
全
体
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
末
発
刊
を
目
標
に

取
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。
各
専
門
担

当
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
日
、
非
常

に
は
り
き
っ
て
ご
参
集
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
自
然
篇
全
体
会
報
告

　
　
会
場
　
役
場
四
階
会
議
室

　
午
前
十
時
開
会
、
鈴
木
町
助
役
の

挨
拶
の
あ
と
、
監
修
菅
野
先
生
の
挨

拶
は
、
　
「
～
助
役
さ
ん
の
町
史
に

寄
せ
る
真
情
の
こ
も
っ
た
期
待
を
お

聞
き
し
、
い
よ
い
よ
町
史
編
集
の
仕

事
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
と
し
て
責
任

を
感
じ
ま
す
。

　
今
後
は
じ
ま
る
活
動
シ
ー
ズ
ン
を

大
い
に
活
躍
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
専
門
担
当
の
先
生
方
に

は
、
調
査
成
果
を
互
い
に
情
報
交
換

し
て
、
有
機
的
な
関
連
性
を
探
索
し

松
代
町
の
熱
意
に
応
え
る
仕
事
を
し

ま
し
ょ
う
一
と
結
ば
れ
る
。

　
日
程
説
明
の
あ
と
、
各
部
屋
に
分

れ
て
専
門
部
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
が

午
前
定
刻
が
過
ぎ
て
も
、
会
が
終
わ

ら
ぬ
熱
心
さ
で
あ
っ
た
。

　
昼
食
後
、
午
後
一
時
半
か
ら
再
開

さ
れ
た
会
議
は
、
全
体
会
に
も
ど
り
、

各
専
門
部
会
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

o
地
質
・
地
形
班

　
L
七
月
三
十
一
日
～
八
月
三
日

　
　
貝
化
石
採
集
を
中
心
に
調
査
。

　
　
上
越
教
育
大
学
の
教
官
、
学
生

　
乞
九
月
・
十
月
に
も
予
定
。

o
河
川
・
水
質
班

　
L
五
月
初
旬
　
鯖
石
川
上
流
水
質

　
　
資
料
採
取

　
乞
六
月
～
八
月
の
間

　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
と
う
か
　
ど

　
　
み
ど
り
藻
・
水
の
透
過
度
検
査

　
　
　
　
　
　
こ
え
　
ど
　
　
　
　
　
　
さ
ば
い
し

　
3

。
渋
海
川
・
越
道
川
・
鯖
石
川
の

　
　
　
　
　
て
い
て
ん
け
い
ぞ
く

　
　
四
ヶ
所
定
点
継
続
調
査
。

　
翫
七
月
二
十
七
日
、
湧
水
調
査
を

　
　
地
質
担
当
者
を
加
え
て
実
施
。

　
臥
八
月
下
旬
、
湧
水
調
査
、
水
質

　
　
分
析
を
実
施
．

o
気
象
・
気
候
班

　
L
四
月
中
、
隣
接
町
村
の
関
係
資

　
　
料
の
蒐
集
．

　
乞
六
月
、
七
月
、
八
月
の
広
域
周

　
　
辺
の
研
究
所
、
研
究
機
関
の
資

　
　
料
蒐
集
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

3
執
筆
の
た
め
の
節
・
項
の
設
定

　
も
話
合
い
が
す
す
ん
で
い
る
。

o
動
物
班

　
L
六
月
以
降
毎
月
二
回
、
町
内
各

　
　
地
で
調
査
．

　
乞
六
月
に
一
回
、
十
一
月
に
一
回

　
　
泊
り
が
け
の
検
討
会
と
、
整
理

　
　
の
会
を
持
つ
．

　
3
右
の
外
に
、
動
物
の
担
当
が
そ

　
　
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
個
人
個
人

　
　
の
計
画
で
調
査
に
入
る
。

　
※
　
動
物
班
は
ほ
ぼ
、
執
筆
担
当

　
　
執
筆
ぺ
ー
ジ
数
も
確
定
ず
み
。

o
植
物
班

　
L
午
前
の
部
会
で
、
執
筆
分
担
を

　
　
決
定
。

　
乞
六
月
、
七
月
、
八
月
、
十
月
、

　
　
十
一
月
に
各
一
回
合
同
調
査
。

　
3
右
の
外
に
、
個
人
の
計
画
に
基

　
　
づ
く
調
査
．

　
生
八
月
の
二
十
二
日
～
二
十
四
日

　
　
の
調
査
は
特
に
松
苧
山
の
峰
伝

　
　
い
の
北
五
葉
松
、
な
ら
び
に
植

　
　
生
調
査
が
中
心
。

　
　
I
l
自
然
篇
　
報
告
以
上
ー
i

　
歴
史
篇
全
体
会
報
告

　
　
　
会
場
　
役
場
四
階
会
議
室

　
自
然
篇
と
二
日
遅
れ
の
歴
史
篇
の

会
は
五
月
三
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
千
谷
市
の
発
掘
に
当
っ
て
い
る

原
始
時
代
の
先
生
を
除
い
て
、
全

部
会
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
田
教
育
長
挨
拶
の
あ
と
、
監
修

の
中
村
辛
一
先
生
の
挨
拶
、
日
程
説

明
。
全
体
会
形
式
で
各
章
の
報
告
を

受
け
る
．

o
原
始
時
代
　
六
月
十
三
日
秦
先
生

　
　
来
町
、
今
後
の
調
査
日
程
を
決

　
　
定
す
る
。

o
古
代
・
中
世

　
L
山
城
に
つ
い
て
は
直
江
津
高
校

　
　
の
花
ヶ
前
先
生
の
別
途
計
画
。

　
乞
主
と
し
て
寺
院
、
堂
、
神
社
、

　
　
町
内
を
す
み
ず
み
ま
で
六
月
、

　
　
七
月
、
八
月
の
月
内
で
調
べ
た

　
　
い
。

　
3
。
八
月
以
降
、
高
柳
、
川
西
町
、

　
　
十
日
町
市
、
津
南
町
、
信
州
方

　
　
面
へ
調
査
の
脚
を
伸
ば
す
。

※
古
代
道
、
三
国
街
道
、
文
化
圏
を

　
訪
ね
て
平
野
先
生
、
中
村
先
生
中

　
心
の
同
行
調
査
が
計
画
さ
れ
る
。

o
近
世
、
月
一
度
の
割
で
、
従
来
登

　
録
さ
れ
た
資
料
の
吟
味
を
中
沢
、

　
関
谷
の
二
人
。
時
に
監
修
の
中
村

　
先
生
の
協
力
を
頂
い
て
実
施
す
る
。

雛
撃
蕪
騙
麺
擢
殖

　
た
が
、
監
修
の
中
村
先
生
か
ら
加

　
筆
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
資
料
収

　
集
と
合
わ
せ
、
部
会
を
開
き
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

o
教
育

　
L
戦
前
、
戦
後
の
教
育
史
の
み
な

　
　
な
ら
ず
、
明
治
初
年
義
務
教
育

　
　
開
始
以
前
に
他
地
域
に
先
が
け

　
　
て
私
塾
が
開
設
さ
れ
て
い
た
こ

　
　
と
を
特
筆
し
た
い
。

　
乞
第
二
次
大
戦
後
の
県
立
松
代
高

　
　
校
設
置
ま
で
の
町
の
諸
先
人
の

　
　
苦
労
、
努
力
を
詳
述
し
た
い
。

o
風
俗
・
行
事

　
曽
っ
て
儀
明
小
学
校
に
お
ら
れ
た

　
梅
沢
勤
校
長
先
生
の
担
当
部
門
で

　
す
が
、
調
べ
る
と
調
べ
る
程
、
容

　
易
で
な
く
な
る
と
い
う
お
話
で
、

　
（
後
刻
、
協
力
者
を
き
め
る
こ
と

　
を
お
約
束
す
る
。
）

　
以
上
が
、
歴
史
篇
の
報
告
で
す
が
、

監
修
、
中
村
先
生
の
挨
拶
の
中
に

「
あ
と
で
書
け
る
と
い
う
態
度
は
、

実
に
危
険
で
あ
る
。
（
と
御
自
分
の
体

験
を
語
ら
れ
、
）
調
べ
た
ら
書
い
て

お
く
。
調
べ
た
ら
書
く
こ
れ
を
実
践

し
て
欲
し
い
。
教
育
長
さ
ん
の
冒
頭

の
挨
拶
並
び
に
町
当
局
が
信
頼
し
て
、

研
究
委
託
費
を
心
配
し
て
下
さ
る
。

こ
の
ご
熱
意
に
報
い
ら
れ
る
仕
事
を

私
た
ち
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

～
」
と
語
ら
れ
た
言
葉
は
日
頃
の
先

生
の
几
帳
面
さ
の
表
わ
れ
で
、
誠
に

印
象
的
で
あ
っ
た
。
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保竈者としての責任感

　　　中学1年生の男の子がスーパーで万引を

してガードマンに発見され、事務所に連れてい

かれました。連絡を受けて駆けつけた母親は真

っ先に「いくらですか？」と“盗品”の値段を

聞きました。そして財布を出してお金を払い、

「これでいいんでしヨ」と、あいさつもそこそ

こに、子供を連れてその場を立ち去ります。半

ば、あっ気にとられて2人の後ろ姿を見送るガ

ードマンの耳に、次のような母親の言葉が飛び

こんできました。「どうせ取るなら、もっとう

まくやればよかったのに」と子供に向かって言

っているのです。ガードマンがすぐさま2人の

もとに駆け寄ったことはいうまでもありません。

このまま帰しては後あとのためによくない、と

思ったからです。子供は警察で調査を受けまし
た。

■母親の意外な言葉

　このお母さんは、お金さえ払えば“一件落着”

と考えているようですが、こうすることが子供

のためだと本気で思っているのです。人のもの

を盗むのはよくないことであり、どうしてわが

子がそのようなことをしたのか……といった罪

の意識に思い悩むことも、それほどなさそうで
す。

　万引で呼び出されたお母さんの多くが最初に

口にするのは、意外にも「学校や警察に連絡さ

れることはないでしょうね？」であり、子供に

対しては「ここだけの話にしておくからね。二

度とこんなことはしないでね」という“なぐさ

め”の言葉であることが多いといいます。

　1人の保護者として、わが子の行為について

の社会的責任感、罪の意識は二の次で、ひたす

ら子供をかばい、お金で済ましてしまおうとい

う思いが優先するようです。

■罪責感のない子供

　一方、子供の万引の原因は、興味本位（好奇

心）、一種のゲーム感覚、仲間がするから、ス

リルを求めて……などいろいろですが、補導さ

れた少年に共通しているのは、悪いことをした

という罪責感が意識化されていないことです。

彼らにとっては、店の人に見つかったのは運が

悪かったのであり、自分がヘマをしたからマズ

かった、にすぎないのです。

■共通する親と子の考え方

　このように万引を例にとって見てきますと、

親と子の考え方がたいへんよく似ていることが

分かります。ややもすると大人は「いまの若い

ものは……」と言いがちですが、その前に自ら

を顧みる気持ちの余裕を持ちたいものです。親

の考え方、価値観が子供の意識に反映された結

果の非行ではないのか　　。

　少年非行で間われているのは、実は、親の側

かもしれないのです。

　　　　　　　岩佐壽夫
　　　　　　　家庭ケースワーク研究所所長
　　　　　　　東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員
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無
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灘
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池
尻
部
落
は
、
松
代
町
役
場
か
ら

国
道
二
五
三
号
線
を
西
へ
三
粁
程
来

た
所
に
、
南
向
き
に
面
し
た
山
の
斜

面
に
点
在
し
て
い
る
部
落
で
あ
り
ま

す
。　
松
代
村
で
は
一
番
村
は
ず
れ
で
し

た
が
、
昭
和
二
九
年
山
平
村
と
、
又

三
一
年
奴
奈
川
村
と
合
併
し
て
か
ら
、

東
西
に
亘
る
松
代
町
の
ほ
ぼ
中
程
に

な
り
ま
し
た
。

　
生
い
立
ち
を
知
る
古
文
書
も
有
り

ま
せ
ん
が
、
真
田
検
地
（
一
六
八
二
）

に
よ
る
と
、
検
高
一
〇
石
〇
六
八
、

屋
敷
数
三
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

其
の
後
、
安
永
九
年
（
一
七
〇
八
）

の
検
地
に
は
、
石
高
二
九
石
二
六
一
、

明
治
初
年
の
石
高
四
八
石
〇
六
六
で

明
治
五
年
の
戸
数
が
二
八
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
（
松
代
郷
土
誌
よ
り
）

昭
和
初
期
に
は
三
一
戸
に
も
な
り
ま

し
た
が
、
過
疎
時
代
の
今
日
で
は
一

五
戸
と
、
最
盛
期
の
半
分
以
下
に
も

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
口
は
五

七
名
で
、
三
才
幼
児
一
名
、
小
学
生

一
名
、
中
学
生
二
名
、
高
校
生
一
名

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
五
名
で
す
が
、
全
て

農
家
で
す
。
平
均
反
別
、
九
反
四
畝

で
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
た

滝向こうより池尻部落をのぞむ。

圃
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
道
大
島
線

（
松
代
～
池
尻
～
室
野
～
峠
～
大
島
）

が
明
治
一
九
年
～
二
一
年
、
松
之
山

線
（
松
代
～
池
尻
～
小
谷
～
松
之
山
）

が
明
治
三
二
年
～
三
三
年
、
赤
倉
線

（
池
尻
～
蒲
生
～
太
平
）
が
大
正
四

年
～
五
年
に
つ
く
ら
れ
、
赤
倉
線
に

つ
い
て
は
、
昭
和
三
七
年
二
級
国
道

（
十
日
町
～
松
代
～
池
尻
～
蒲
生
～

儀
明
～
大
平
）
に
認
定
さ
れ
、
松
之

山
線
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
九
年
十

一
月
、
国
道
三
五
三
号
線
（
小
貫
～

寺
田
～
蒲
生
～
池
尻
～
小
谷
～
松
之

山
）
に
昇
格
し
て
、
池
尻
～
蒲
生
間

は
二
五
三
号
線
と
三
五
三
号
線
と
が

重
用
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
交
通
量
も
激
し
く
、
池
尻
交
差
点

に
昭
和
四
三
年
八
月
信
号
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
因
に
交
通
量
に
つ
い

て
は
昭
和
五
八
年
松
代
分
所
調
べ
に

よ
れ
ば
、
二
五
三
号
線
、
田
沢
地
内

一
日
一
五
九
二
台
、
蒲
生
地
内
二
二

三
七
台
、
三
五
三
号
線
、
松
之
山
地

内
で
一
八
五
二
台
だ
そ
う
で
す
。
年

々
増
え
続
け
る
車
で
す
の
で
、
今
日

で
は
遙
か
に
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
池
尻
部
落
は
昔
か
ら
神
仏
の
信
仰

も
厚
く
、
数
多
く
の
石
仏
や
社
も
見

ら
れ
ま
す
。
部
落
の
北
側
の
山
の
峰

に
天
満
天
神
の
社
跡
が
あ
り
ま
す
。

古
老
の
話
で
は
、
御
神
体
は
渋
海
川

か
ら
拾
っ
て
来
た
ら
し
い
と
の
こ
と

　
四
ぺ
ー
ジ
ヘ
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⑱
ペ
ー
ジ
よ
り

で
す
が
、
何
時
頃
の
事
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
神
主
藤
原
昭
之
代
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
七
月
六
日
、
天
満
宮

石
坂
の
板
礼
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
す
ぐ
下
の
十
二
神
社
に
大

正
二
年
十
月
遷
宮
の
際
合
祀
さ
れ
、

二
柱
の
御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
池
尻
神
社
も
何
時
頃
か
ら
祀
ら

れ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
弘
化

二
年
（
一
八
四
六
）
に
も
造
替
の
板

十二神社

札
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
又
、
天
満
天
神
の
社
跡
の
す
ぐ
後

に
等
身
大
の
二
三
夜
塔
の
石
碑
や
大

日
如
来
、
庚
申
様
、
鹿
島
大
神
宮
、

秋
葉
大
権
現
（
弘
化
四
年
八
月
）
等

の
石
碑
が
並
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

庚
申
様
に
つ
い
て
は
、
六
十
年
目
に

　
　
　
　
　
か
の
え
さ
る

回
っ
て
来
る
庚
申
の
歳
に
大
き
な
祀

り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
部
落
も
去

る
昭
和
五
五
年
六
月
一
五
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
言
い
伝
え
に
よ
り
、
石

仏
の
下
に
埋
め
て
置
い
た
と
言
う
酒

を
堀
り
出
し
て
み
ま
し
た
。
縦
一
五

糎
位
の
御
神
酒
徳
利
に
木
炭
の
栓
が

し
て
あ
り
ま
し
た
。
中
の
酒
は
淡
い

茶
の
よ
う
な
色
を
し
て
透
明
で
匂
い

も
味
も
な
い
水
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

変
わ
り
に
こ
の
年
部
落
で
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
（
内
径
三
〇
糎
、
高
さ

五
〇
糎
）
を
埋
め
、
其
の
中
へ
各
戸

人
が
塩
ビ
管
を
切
っ
て
両
端
に
桐
の

木
の
栓
を
し
て
蝋
で
固
め
た
も
の
、

或
は
広
口
の
壕
に
入
れ
て
蓋
を
し
た

も
の
、
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
だ
も
の
等
、

思
い
思
い
の
カ
プ
セ
ル
を
作
り
、
中

味
も
様
々
で
、
部
落
と
し
て
は
御
神

酒
を
一
升
糧
の
ま
ま
と
、
部
落
の
家

族
名
簿
、
学
生
は
当
時
の
テ
ス
ト
や

玩
具
、
そ
の
他
通
用
銭
、
写
真
等
を

入
れ
て
埋
め
ま
し
た
が
、
二
度
と
自

二十三夜塔と庚申様

分
達
の
手
で
掘
り
出
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
大
多
数
の
人
達
の
顔
に

は
、
万
感
こ
も
ご
も
の
表
情
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
お
宮
様
を
下
っ
て
部
落
の
中
央
に

庵
堂
が
あ
り
、
池
尻
雪
中
派
出
校
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
三
四

年
よ
り
三
年
生
ま
で
授
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
三
年
部
落
で

供
木
や
神
社
の
木
な
ど
で
独
立
校
舎

を
建
て
、
六
年
生
ま
で
雪
中
派
出
校

と
し
て
開
校
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和

二
八
年
よ
り
正
式
分
校
と
し
て
三
年

生
ま
で
の
授
業
を
行
い
、
四
年
生
以

上
は
本
校
舎
に
通
学
、
冬
季
間
は
冬

季
分
校
と
し
て
、
六
年
生
ま
で
の
授

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
児
童
数
が

減
少
し
、
国
道
の
無
雪
化
に
伴
い
冬

季
バ
ス
通
学
が
可
能
と
な
り
、
昭
和

四
六
年
三
月
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
庵
堂
も
住
人
不
在
（
昭
和
二
九
年

浦
田
村
阿
弥
陀
堂
（
転
出
）
の
ま
ま

で
し
た
が
、
居
村
線
改
良
工
事
（
着

工
昭
和
五
六
年
、
竣
工
昭
和
六
〇
年

一
一
月
、
幅
員
五
米
、
延
長
一
一
四

一
米
、
総
事
業
費
一
億
一
二
九
四
万

円
）
に
よ
り
昭
和
五
九
年
取
り
こ
わ

さ
れ
、
三
九
体
と
い
う
数
多
い
仏
像

も
金
箔
を
塗
り
直
さ
れ
て
、
部
落
集

落
セ
ン
タ
ー
に
安
置
さ
れ
て
あ
り
ま

す
。　
其
の
庵
堂
の
並
び
に
六
地
蔵
様
が

並
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
道
路
拡
張
で

一
時
移
転
し
ま
し
た
が
、
道
路
が
出

　
2
0
ぺ
ー
ジ
ヘ
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ぺ
ー
ジ
よ
り

、
、
灘
灘
騨
難
．

の六地蔵と空海の真筆の「南無阿仏」来
上
り
ま
し
た
の
で
、
又
元
の
場
所

の
道
路
際
に
並
べ
ま
し
た
。
空
海
の

真
筆
を
刻
ん
だ
「
南
無
阿
彌
陀
仏
」

弘
化
二
巳
年
（
一
八
四
六
）
の
石
碑

も
あ
り
ま
す
。

　
居
村
線
を
西
へ
、
部
落
は
づ
れ
の

後
の
山
の
峰
か
ら
田
畑
を
一
望
に
見

下
せ
る
場
所
に
年
号
は
判
読
出
来
ま

せ
ん
が
、
七
月
世
話
人
室
岡
長
右
エ

門
、
と
刻
ま
れ
た
聖
観
音
の
石
仏
と

弘
化
三
年
二
月
世
話
人
三
助
、
と
刻

ま
れ
た
高
さ
八
○
糎
の
鳥
追
地
蔵
と

呼
ば
れ
る
地
蔵
尊
が
立
っ
て
い
ま
す
。

起
因
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
地
蔵
和
讃

の
中
に
「
蹄
命
頂
禮
地
藏
尊
。
民
の

農
事
を
憐
み
て
、
雨
を
祈
れ
ば
忽
ち

　
　
麗

の
重
復
し
た
国
道
が
東
西
に
走
っ
て

い
ま
す
。
隔
て
て
、
成
田
山
新
勝
寺

の
分
神
と
い
わ
れ
る
不
動
尊
の
社
と

滝
が
あ
り
ま
す
。
今
の
不
動
尊
の
社

は
明
治
三
四
年
に
作
ら
れ
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
其
の
左
側
に
不
動
明
王

の
石
仏
が
二
体
あ
り
、
石
燈
篭
に
延

享
三
丙
（
一
、
七
五
一
）
関
谷
家
と

刻
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
当
時
毎
年
の

不
動
祭
り
に
は
、
滝
壷
で
身
を
清
め

た
行
者
達
が
護
摩
を
炊
き
、
火
渡
り

の
式
等
も
行
わ
れ
て
大
変
賑
や
か
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
近
村
か
ら

の
参
詣
者
も
多
く
、
大
願
成
就
の
旗

も
数
多
く
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
動
滝
の
下
に
は
灌
概
用
の
貯
水

に
、
甘
露
下
り
て
五
穀

な
る
。
病
を
患
ふ
人
々

は
、
信
じ
て
ま
さ
に
若

悩
止
む
、
あ
ら
ゆ
る
願

い
は
充
た
し
給
は
る
有

難
や
。
南
無
地
藏
大
菩

薩
、
／
＼
」
と
詠
ま
れ

て
い
る
一
節
が
あ
り
ま

す
。
農
薬
も
器
具
も
無

い
時
代
病
害
虫
に
対
処

す
る
術
も
な
い
往
年
、

口
管
祈
願
の
み
に
豊
穣

を
念
じ
た
、
右
人
の
切

な
る
思
い
が
偲
ば
れ
ま

す
。　
居
村
線
を
下
っ
て
、

部
落
の
一
番
下
を
二
五

三
号
線
と
三
五
三
号
線

ダ
ム
が
作
ら
れ
、
滝
に
尚
一
層
の
景

観
を
加
え
て
い
ま
す
。
こ
の
不
動
滝

の
根
源
を
な
す
蒲
生
ヶ
池
に
つ
い
て

は
、
大
昔
池
尻
の
部
落
側
の
山
が
崩

れ
て
沢
を
埋
め
、
池
が
出
来
た
ら
し

い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
池
に
は

古
い
伝
説
が
あ
り
、
B
S
N
テ
レ
ビ

で
、
マ
ン
ガ
日
本
昔
ば
な
し
の
中
で

放
映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
池
の
干
拓
に
当
っ
て
は
、
蒲
生
部

落
と
池
尻
の
住
人
と
に
境
界
の
争
い

が
度
々
起
り
、
喧
嘩
の
詫
び
謹
文
な

ど
の
古
文
書
も
四
郎
兵
工
さ
ん
宅
に

見
ら
れ
た
の
で
す
が
、
昭
和
三
四
年

火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
こ
と
は
残
念

で
す
。
こ
の
蒲
生
ヶ
池
は
、
元
禄
地

図
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
に
長

さ
三
町
二
〇
間
（
三
六
〇
米
）
幅
一

七
間
（
三
〇
米
）
と
あ
り
ま
す
。
安

永
九
年
（
一
七
七
九
）
の
検
地
で
は

八
反
四
畝
一
〇
歩
、
天
保
一
三
年
（

蔵地追鳥

凝畿献、工灘：・、，・融騨
．
、

　　『㎞

鍵

一
八
四
二
）
の

検
地
で
は
一
町

七
畝
一
二
歩
と

新
田
の
開
発
が

年
々
行
わ
れ
て

来
た
よ
う
で
す
。

（
松
代
町
部
落

誌
「
蒲
生
ヶ
池
」

よ
り
）

泣ノ電，と社動不

　
現
在
は
、
昭
和
五
一
年
～
五
二
年

に
亘
っ
て
圃
場
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、

二
二
町
二
反
の
沢
土
の
圃
場
に
は
、

金
波
の
中
で
活
躍
す
る
コ
ン
バ
イ
ン

の
軽
快
な
ひ
び
き
が
あ
ち
こ
ち
に
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
部
落
紹
介
を
終
わ
り
ま
す

が
、
鉛
筆
を
舐
め
て
綴
っ
た
こ
と
を

附
記
し
て
終
筆
と
い
た
し
ま
す
。
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防災
シリーズ⑲

今日も

　今夜も華供鋤搬遊撰

慧雛婁

夏の火災予防旬問

7月13日から

27日まで

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
普
及
も
あ

り
、
火
へ
の
恐
さ
よ
り
、
興
味
な
ど

か
ら
火
遊
び
を
す
る
子
供
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
は
大
人
の
責
任
で
す
。
火
災
の

恐
ろ
し
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

※
子
供
は
、
コ
ッ
ソ
リ
親
の
ま
ね
を

　
し
て
火
を
つ
け
た
が
る
。
マ
ッ
チ
、

　
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子
供
の
目
の
つ

　
く
と
こ
ろ
に
は
置
か
な
い
。

※
火
の
熱
さ
、
そ
の
こ
わ
さ
を
教
え

　
る
。

※
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
は

　
子
供
が
い
た
ず
ら
し
な
い
と
こ
ろ

　
に
置
く
。

※
子
供
だ
け
で
た
き
火
を
さ
せ
な
い
。

ヘルメット着用強化週間

6月28日仕）～
　　グ

蕪講
鱒

※7日5日から自動二輪車原付自転車を運

　転する際はすべての道路でヘルメットの

着用が必要です。

（未着用の場合は、行政処分点数1点がつ

　けられます。）

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
受
付
分

　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

関
谷
貴
代
美
・
高
橋
正
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
林
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

佐
藤
理
恵
　
父
一
弘
・
母
栄
子

　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
四
郎
院
）

山
本
紀
明
　
父
　
武
　
母
千
代
子

　
　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
佐
円
）

関
谷
知
之
　
父
嘉
聖
　
母
多
美
子

　
　
（
二
男
・
松
代
・
か
ま
だ
や
）

竹
田
裕
一
　
父
一
彦
母
礼
子

　
（
長
男
・
松
代
・
県
営
住
宅
2
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

小
堺
義
雄
　
8
0
歳

米
持
　
尭
　
7
2
歳

小
山
惣
一
郎
7
8
歳

山
賀
由
美
　
1
歳

米
持
ハ
ル
エ
5
7
歳

本
柳
喜
代
子
3
7
歳

関
谷
信
四
郎
82
歳

佐
藤
ス
ミ
　
7
6
歳

室
野
・
宝
来
屋

室
野
し
ん
た
く

蒲
生
　
西

小
荒
戸
杉
ノ
沢

室
野
　
堂
新
田

蒲
生
　
仙
田
屋

蒲
生
　
勢
喜
屋

室
野
　
飯
塚
屋

9
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文
　
護
・
『
郵

　
　
　
　
　
　
　
霞
瀞

芸

　
　
　
　
　
　
　
ド
ぐ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
講
、
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
歌
の
屑
籠

　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

十
八
の
訓
練
写
真
今
し
見
る
よ
く
ぞ

か
く
ま
で
老
い
た
り
し
か
な

山
峡
の
漢
の
雪
ど
け
講
立
ち
て
高
く

勧
す
鴬
の
声

候
補
者
の
写
真
は
夕
陽
に
曝
さ
れ
て

事
も
な
げ
な
る
今
日
の
静
け
さ

信
濃
路
の
か
す
む
県
境
雪
遠
く
青
葉

に
沈
む
夕
日
見
る
か
な

魔
の
雪
の
牙
に
敵
死
れ
し
人
憶
う
戦
友

の
死
悼
む
心
地
す

し
わ
首
を
幾
度
捻
り
て
回
し
て
も
歌

の
浮
か
ば
ぬ
あ
る
日
空
し
き

　
し
ぶ
み
句
会

無
量
寿
の
隷
書
に
春
日
国
上
寺

若
草
の
今
萌
え
出
で
て
五
合
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

風
渡
る
大
池
小
池
山
毛
櫻
芽
吹
く

春
蘭
の
香
り
こ
ぼ
る
る
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

水
色
蕉
池
を
は
な
れ
て
咲
き
つ
づ
く

大
池
や
さ
ざ
波
お
く
る
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

残
雪
に
霞
む
連
峰
池
広
し

残
雪
に
蒲
団
干
し
た
る
二
階
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

大
鯉
も
背
び
れ
を
見
せ
て
水
温
む

春
蘭
の
花
一
輪
を
胸
に
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

頸
城
野
の
田
植
え
の
ピ
ー
ク
今
日
明

日土
塀
ぞ
い
陽
を
て
り
か
え
す
蔦
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

ガ
ラ
ス
戸
に
青
葉
の
動
く
別
れ
酒

春
風
に
話
と
ら
れ
て
笑
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

大
池
の
ほ
と
り
に
ひ
そ
と
地
獄
草

桑
の
花
目
だ
た
ぬ
ま
ま
に
盛
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

春
の
花
並
べ
植
木
屋
顔
な
じ
み

窓
を
拭
き
の
れ
ん
替
え
れ
ば
夏
め
き

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
沙

尋
ね
れ
ば
土
産
に
土
の
つ
き
し
独
活

夜
桜
の
莚
提
灯
の
下
に
敷
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

玄
関
の
古
巣
忘
れ
ず
初
つ
ば
め

囲
い
取
り
庭
木
を
撫
で
て
夫
老
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

春
日
和
山
菜
取
る
人
日
に
灼
け
る

春
遅
し
今
年
の
稲
作
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

澄
み
渡
る
五
月
の
空
を
鯉
の
ぼ
り

山
独
活
の
に
お
い
も
強
し
籠
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
女

春
の
日
や
暮
れ
て
も
見
ゆ
る
東
山

桜
咲
く
お
く
れ
年
始
の
泊
り
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

残
雪
を
し
っ
か
り
踏
ん
で
納
骨
す

風
少
し
受
け
て
浪
立
つ
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

葛
薬
を
持
つ
子
を
中
に
登
校
す

更
衣
バ
ス
待
つ
子
等
の
白
き
腕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽

　山　　目　　人出　女着れ人むな堂巻ぬ風　　　　　花　　元　　女
〉K＞く※〉K＞く＞＜…〉K〉K〉K＞《〉K〉K〉K〉K〉K〉K＞〈※＞K＞K＞K〉K〉K※※〉K※＞〈〉K＞K〉K＞〈＞K〉K〉K※〉K〉K＞K〉K〉K〉K〉K〉K〉K＞K〉K※〉く

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
ー

郭
公
や
高
徳
つ
ん
ね
は
明
け
や
ら
ぬ

あ
さ
つ
き
の
茎
の
白
き
を
だ
い
ろ
巻

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

婆
が
も
む
ぜ
ん
ま
い
匂
う
日
和
か
な

赤
飯
を
朴
葉
に
く
る
み
田
植
え
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
と

横
鉢
巻
早
苗
で
は
ら
う
摸
子
の
群
れ

牡
丹
嗅
ぎ
し
ば
し
仔
む
か
っ
ぽ
う
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

更
衣
白
い
素
足
を
膜
子
が
追
う

塗
り
終
え
し
畦
か
ら
泥
鱈
く
ね
り
出

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

か
け
水
の
小
池
に
一
株
水
芭
蕉

そ
の
姿
整
う
日
々
や
夏
の
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

郭
公
や
畦
に
小
昼
の
塩
に
ぎ
り

一
雨
に
嵩
増
す
流
れ
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
小
品
盆
栽
に
つ
い
て

　
小
品
盆
栽
の
魅
力
は
、
樹
高
が
ほ

ん
の
数
セ
ン
チ
の
小
さ
な
木
が
大
自

然
の
情
景
を
描
き
出
す
お
も
し
ろ
さ

と
、
そ
の
可
憐
な
姿
か
ら
う
け
る
情

感
と
に
あ
り
ま
す
。

　
本
来
は
大
き
な
も
の
を
、
そ
の
特

徴
を
そ
の
ま
ま
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
し

た
も
の
に
た
い
し
て
、
私
た
ち
は
た

い
へ
ん
愛
着
を
お
ぼ
え
ま
す
。
こ
の

小
品
盆
栽
は
そ
う
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
も
つ
魅
力
を
徹
底
的
に
追
求
し
た

も
の
で
、
わ
ず
か
教
セ
ン
チ
の
高
さ

し
か
な
い
木
が
、
い
い
か
え
れ
ば
自

然
の
木
の
数
千
分
の
一
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
し
か
な
い
木
が
、
小
さ
い
な
が
ら

そ
の
樹
種
の
特
色
を
ち
ゃ
ん
と
発
揮

し
て
、
自
然
に
生
え
育
っ
た
大
木
に

迫
る
勢
い
を
出
す
ー
こ
れ
が
小
品
盆

栽
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
ま
た
盆

栽
と
い
う
も
の
の
真
髄
だ
と
考
え
ま

す
。　
小
さ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
盆

樹
が
、
樹
種
と
し
て
の
特
色
は
も
ち

ろ
ん
、
盆
栽
と
し
て
の
樹
形
を
ち
ゃ

ん
と
そ
な
え
て
い
る
か
、
根
張
り
や

立
ち
上
が
り
の
美
し
さ
は
ど
う
か
、

枝
ぶ
り
は
ど
う
か
、
等
々
古
木
と
し

て
の
風
格
を
備
え
て
い
る
か
、
盆
樹

と
鉢
の
調
和
ぶ
り
は
ど
う
か
、
と
い

っ
た
こ
と
が
、
小
品
盆
栽
の
鑑
賞
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

縣


